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2025年住宅業界トレンド予測
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新建新聞社・新建ハウジング © Yusei Miura

新建新聞社ビジョン：「Social Good News Company」
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・本社：⻑野県・東京都、スタッフ：約84⼈
・専⾨紙ベンチャー：住宅/建設/危機管理分野
・主⼒：⼯務店向け「新建ハウジング」→業界トップシェア
・加盟：⽇本専⾨新聞協会、第⼀国会記者会

国⼟交通省など専⾨紙記者会

理念は「変えよう！ニッポンの家づくり」



新設住宅着工年計（2024年） © Yusei Miura

出所：国土交通省

持家2.8％減、貸家0.5％減、分譲戸建11.7%減

3

家族も家も小さくなり平屋が増えた © Yusei Miura

平均人数は2.21人、持家は141㎡→114㎡、17％が平屋
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日本の世帯構成の推移

出所：ニッセイ基礎研究所

利用関係別戸当たり床面積（㎡） 

持家：113.95㎡（34.5坪）
分譲戸建：101.80㎡（30.8坪）
マンション：69.22㎡（21坪）
貸家：47.66㎡（14.4坪）

平屋率の変化



2022年の大予測フォーラムのスライド © Yusei Miura

デフレ期（これまで） インフレ期（これから）

資材価格 ロットに応じて安売り 供給制約＆値上げ基調

地価・資産価値 総じて下落 三極化しつつ選別的上昇

住宅の売れ筋
・ローコスト＆高コスパ
・高性能×デザイン

・VSハウスメーカー/高単価・フラッグシップ
・超ローコスト/セミオーダー/分譲/中古

土地・建物在庫 経営リスク 経営資産

中古価値・中古市場 価値下落→不活性状態 価値・コスパ上昇＆買い換え需要→活性化

経営スタイル
注文住宅特化＋行列経営＋
最小限アフター

リノベ・中古・不動産含むワンストップ
＋顧客生涯売上最大化

金利・借入難易度 低利安定、借入難易度：低 金利上昇、借入難易度：上昇

顧客心理 じっくり検討/買い控え 効率的に検討・スピード決定/買い急ぎ

工務店の強み

・資材を安く買うコネ/ロット
・新築注文住宅の受注力×設計力
・新築時の付加価値提案、量販力
＝新築ビジネス中心

・安くつくるノウハウ
・リノベ力＋不動産力
・アフター力＋ストック循環モデル＋資産化力
＝ストックビジネスシフト（まずは都市部）

出所：「住宅産業大予測2023」

2025年の日本経済 © Yusei Miura
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2025年ショック（2025年4月からの法改正） © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」
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2025年ショック（2025年4月からの法改正） © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」
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新建ハウジング読者アンケート

「現時点」で2025年ショックを理解し準備できている工務店は肌感では2割以下では
「現時点」で自社スタッフだけで対応できる（内製化できる）工務店は肌感では1割以下

工務店の2025年ショック対応
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工務店の「2025年ショック」対策 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」

「2025年ショック」の影響予測

① 建築確認・検査は遅滞を覚悟する
→ハウスメーカーは「仕様」で。「計算」でも差し戻しの可能性

② 注文住宅・フルリノベの難易度向上（設計＆コンプラ対応）
→広義の「技術力」「法適合力」もつ工務店には追い風

③ まっとうな事業者によるまっとうな市場＆建築に
→特にリノベは独壇場にできる/正直者がバカを見るリスクも
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建設経済研究所の住宅着工見通し（年度） © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」

三浦予測
20.8万戸

三浦予測
11.4万戸
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2025年の業界トレンドは多層化＆多角化 © Yusei Miura

2025年は多層化＝価格戦略×商品開発が重要に

•フラッグシップ：3,500〜4,000万円/4,000万円〜1億円以上

→集客商品（モデルハウス・SNS等）×高額受注

• ミドルクラス：2,500〜3,500万円/3,000〜4,000万円

→標準化×部分オーダーメーイドでコストダウン

•セミオーダー・規格住宅：1,500〜2,500万円

→スケルトン＆インフィル/セレクト型/プラン選択

→メイン商品/裏メニュー/企画商品（平屋・ライフスタイル…）
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出所：積水ハウスHP

ハウスメーカーの2023年度販売戸数トップ10 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」

11 アイ工務店 5,028戸 14



アイ工務店の看板メニュー（的な）もの © Yusei Miura

出所：アイ工務店HP
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出所：アイ工務店HP
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巻頭言「2025年をサバイブする」 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」
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コストダウン © Yusei Miura

「多売適利」の可能性

5,000万円の家を

付加価値率20％で提供すると

→付加価値額1,000万円

年間12棟で1億2,000万円
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2,500万円の家を
付加価値率30％で提供すると

→付加価値額750万円

年間16棟で1億2,000万円

• 自社の内部環境、市場環境、競合環境を考えると
どちらが受注しやすいか（受注コストが安いか）

• 受注後＝設計・施工・アフターの手間・コストは？
• 鍵を握るのは付加価値（粗利）率/額→標準化・仕組み化
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工務店事例：シンケン（鹿児島）

(C)Yusei Miura ShinkenPress出所：新建ハウジング
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スケルトン＆インフィル住宅 例：シンケン「スタディハウス」 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」

• インフレ＆法改正にフィットす
るモデルとして再注目

• スケルトンを標準化・共通化
することでコストを抑え、法適
合を容易に

• インフィルは余白のある空間
とし、顧客の暮らしとその変
化にアジャストできるよう可変
性対応＆カスタマイズ可能に

• 高性能で魅力的な適正価格
の「箱」とその売り方にチャン
ス

本体価格2,300万円（税込） 20



工事原価の最適化（コストダウン）施策 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」
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工事原価の最適化（コストダウン）施策 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」



仕組み化の基本 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」
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仕組み化の基本 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」
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工務店DX © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」

営業DXの基本フロー © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」



AI活用 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」

AI活用 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」



独自化のメソッド「DMD」 © Yusei Miura

出所：新建ハウジング

「DMD」＝違いを生み出す違い

ベースとなる「５つのP」＝差別化・選ばれる理由に
DMD the Difference that Makes a Difference

Purpose 理念、世界観、志、目的、構想
Principle 流儀、原則、仕事のスタイル
People ひと、特殊知識・技術力（特に設計・施工力）

姿勢、カルチャー、コミュニティ
Product 商品・建築とそのクオリティ
Process すべてのプロセス、現場、アフター、

顧客対応、顧客体験（CX）、顧客満足（CS）

世界観の重要性 © Yusei Miura

出所：販促会議

■世界観とは
・コンセプトにもとづく統一感
・コンセプト・設定にのっとって企業
が表現することを顧客が共有して
いる状態＝「世界観がある」



独自化のメソッド「10倍理論」 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」

巻頭言「2025年をサバイブする」 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」



工務店のこれから © Yusei Miura

高単価シフトの基本

［vsハウスメーカーの優位性］
①人となり②設計力・提案力③性能・工法・素材④情緒的魅力⑤理念・コンセプト⑥価
格などが優位性

［見込み客が工務店に感じる不安］
①品質②アフター③顧客対応④総合力ーで不安を感じることが多く、これらをつぶす
必要がある

［価格帯の考え方］
・以前の高価格帯3,500万～4,000万円は今も潜在需要は厚く、マジックプライス（売れ
筋価格）の1つ
・5000万円～億超えも設計力＆顧客対応力＆ブランディング＆地域のつながりで受注
可能だが、顧客対応の難易度は高い
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工務店の「2025年ショック」対策 © Yusei Miura

出所：新建ハウジング

前定義→完全着工→現場DXを考える

前もって決めるべきこと

• なにをつくるか（看板メニュー→
標準化）

• 長期優良住宅（認定）の標準化

• 誰とつくるか（内製化／外部化
／チーム）

• 仕様規定？／構造・省エネ計
算？

• 完全着工のためのルール

• 工程・品質管理手法

• 付加価値（粗利）率・額

• HP等に記載すること／顧客に
伝えること
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標準化とは︓
・⾃社の価値観の基づいて、性
能、設計コード・標準仕様、差
別化アイテム・技術を吟味し、
⾃社の「型」とすること

=商品化



施主600人アンケート調査 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」

• 設計営業の提案スキルアップ
• 注文住宅（要望の提案実現に注力）→

提案住宅コンセプトと敷地と要望に基
づいた提案に注力）

注文住宅

提案住宅
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差別化の基本 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2022」

理念・コンセプトからの一貫性→スタイル→ブランド
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工務店の「2025年ショック」対策 © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」
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まとめ © Yusei Miura

2025年の住宅業界トレンド

• デフレ思考→インフレ思考

• 2025年ショック対応＝前定義/長期優良化/完

全着工/確認検査対策

• GX補助金＝等級6＆一次エネ削減

• 構造力＝耐震＆プラン＆コストダウン

• 脱注文住宅＝提案型/ SI住宅

• 価格戦略＝多売適利/高単価シフト

• 独自化＝看板メニュー/5つのP/世界観

• 仕組み化＆DX＝チェックシート・マニュアル

• 移住需要＝PR/土地提案/商品

• 企画型分譲＝小規模分譲/定借分譲/
コーポラティブ分譲

• 投資需要＝高性能賃貸/非住宅

• 多角化＝改修/中古/不動産/賃貸/分
譲/非住宅/物販/住生活サービス/相続

• 改修＝実家リノベ/移住リノベ/買取再販
/グッドタイム・リフォーム

• 地域活性化＝ド地元建築/店舗/施設/
移住・インバウンド需要/エリアリノベ

• 理念経営＝ビジョン/人材/事業規模



設計力が一層重要に © Yusei Miura

出所：「住宅産業大予測2025」
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